　　様式３
応募者の概要及び企画提案に求める事項
	希望する福祉区
	


【応募者の概要】※枠は自由に調整してください。　　　　　　　（福祉区ごとに提出）

【必須提案事項】

（１）認知症伴走型支援を実施するにあたり、最も強調したいところ　【評価基準１①(３)】

（２）①相談支援を実施する場所について　【評価基準１①(１)，２②(２)】

　　　
②相談支援の実施日及び実施時間帯　【評価基準１①(４)】
　　　（原則として、週１日以上相談できる機会を設け、うち月１日以上は必ず対面による相談支援を行うこと。）

　　　
③職員体制確保について　【評価基準１①(２)】

　　　
④広報について　【評価基準２②(５)】

（３）伴走型支援拠点につながる経路について　【評価基準２②(４)】

（４）相談担当者の経歴について　【評価基準１①(２)】

（５）市、地域包括支援センターへの報告について　【評価基準１①(５)】

　
（６）目標と事業計画について　【評価基準２②(１)】

【独自提案事項】
（７）仕様書「５業務内容」に加え、認知症伴走型支援業務の目的に資する、事業者独自の工夫について　【評価基準２②(３)】

●実績、従来の地域活動内容、活動年数、基本理念等を記載してください。




















●事業所としての事業実施内容に関する知見、情報収集について記載してください。

















●拠点、実施場所を明示してください。


●落ち着いて話をすることができる環境設定、プライバシーの配慮について記載してください。








●（迅速・柔軟に対応できる）相談支援の体制について記載してください。




















●人員、担当者について記載してください。























●認知症の人やその家族等に広く周知していくための工夫等を記載してください。




















●地域の認知症カフェ等インフォーマルな場に加え、介護サービス事業所等のフォーマルな場も含めてそれらとのつながりの構築や情報収集など、継続的な支援が必要なものを伴走型支援拠点につなぐことができるようにするための工夫を具体的に記載してください。


























●担当者の経験、経歴、有している資格について記載してください。


























●市や地域包括支援センターへ報告する体制について記載してください（図も可）。





























●認知症の人とその家族を支えるために、専門的な相談・助言を日常的かつ継続的に行う拠点の整備に向けた適切なテーマ設定とそのテーマに沿った目標や事業計画を記載してください。























●自由に記載してください。





















































